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（平成 29 年 2 月 23 日受付/平成 29 年 7 月 28 日受理）
要約：本研究は，熱環境および風環境からみた環境計画手法の確立を目指し，東京農業大学世田谷キャンパ





















　2013 年 8 月は，東京では 1875 年統計開始以来最も高い
日最低気温 30.4℃を記録し，大阪，名古屋等の大都市にお
いても日最低気温の高い値の記録を更新した。東京の年平
均日最低気温は 100 年間で 4.5℃上昇し，日最低気温 25℃

















































































時には樹木倒木の被害が現れている。2007 年 9 月 7 日未
明の台風 9 号（強い・最大風速 35 m/s）の影響により，
南風 10.0-10.6 m/s（午前 1～3 時測定，世田谷区役所）を
記録し，建物間のケヤキが倒木（写真 1），2013 年 10 月
16 日の台風 26 号（非常に強い・最大風速 45 m/s）の影響






















に 12 か所を選定し（表 1），気温計（THERMO RECORDER 
RT─12 ESPEC MIC CORP のセンサをアルミ箔を巻いた
二重塩ビ管内に入れる）を高さ約 1.5 m に設置した（図 1）。
写真 1　2007 年 9 月 7 日　18 号館東通路のケヤキが倒木
写真 2　2013 年 10 月 16 日　経堂門駐車場のポプラが倒木
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　気温調査期間のうち晴天日であった 8 月 6 日～9 日，11
日～12 日，15 日，19 日，21 日～24 日の 12 日間を抽出し，
観測された各地点の気温から時刻ごとに前後 5 分の移動平
均値を求め，図 3 に 30 分毎の日気温変化を示した。なお調
査地点のうち②水田はデータ欠損不良があったので除外し











図 3　8 月晴天日 12 日間平均の日気温変化
図 6　NDVI（植生指数）と気温の決定係数
図 7　NDVI（植生指数）と 13 時 30 分時の気温
図 8　13 時 30 分時の気温推定図
















に近い 2016 年 8 月 7 日午前 10 時前後撮影の ASTER デー
タを利用した。2000 年から運用され有償で提供されてき






　空間分解能 15 m の画素（Pixel）で構成され Band1-3 の
色の割り当てによって植物の様子を把握するのが容易な
フォールスカラー画像を作成することができる（図 4）。
ASTER の Band2, 3 を用いた植生指数 NDVI（Normalized 
Difference Vegetation Index）を求めることができ，NDVI 0.2
以上を緑被とみなし緑被地分布図を作成した（図 5）。各
気温調査地点の NDVI と 30 分毎の気温との相関をみると，
図 6 にみられるように日中 6 時 30 分から 16 時まで相関係















四方，高さ 270 m（キャンパス内最大建物 54 m の 5 倍）
とし，計算格子数 275×275×60＝4,537,500 メッシュ，基
本格子幅 3 m, 固定幅格子数 50，格子幅増加率 1.020，格子
高さ 2.89 m と設定した。キャンパス及び周辺建物，樹木
の高さデータを現地調査により 3 次元 GIS を作成した。
風況解析に用いる気象データは，東京都大気汚染常時監視
測定局の世田谷区役所観測所（風速計設置高 31 m）にお
ける夏季 8 月 14 時の平均風速 2.6 m/s, 最多風向 S, 冬季 1
















ミアセンターと 2 号館との間，アカデミアセンターと 1 号
館との間では谷間風となって強い南風 3～4 m/s がみられ





が 18 号館にぶつかり建物角部で生じた剥離流の風が 13 号








のシミュレーション結果は図 11，図 12 となった。図 9 と
図 11 を比較検証することで樹木による防風効果をみるこ














と平均風速 10 m/s 以上 15 m/s 未満の「やや強い風（気象
用語）」では瞬間風速は 20 m/s で，風に向かって歩けず樹
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図 10　南風 2.6 m/s の風の流れ断面（現況建物）
シミュレーション風速結果：最小 0.04 m/s 最大 5.26 m/s
図 11　南風 2.6 m/s の風の流れ（現況建物・樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.02 m/s 最大 2.91 m/s
図 12　南風 2.6 m/s の風の流れ断面（現況建物・樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.04 m/s 最大 5.26 m/s
図 13　北北西 3.4 m/s の風の流れ（現況建物）
シミュレーション風速結果：最小 0.03 m/s 最大 3.84 m/s
図 14　北北西 3.4 m/s の風の流れ断面（現況建物）
シミュレーション風速結果：最小 0.05 m/s 最大 6.97 m/s
図 15　北北西 3.4 m/s の風の流れ（現況建物・樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.03 m/s 最大 4.34 m/s
図 16　北北西 3.4 m/s の風の流れ断面（現況建物・樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.05 m/s 最大 6.93 m/s
図 9　南風 2.6 m/s 時の風の流れ（現況建物）








ション結果は図 13，図 14 となった。
























図 13，15 ともに 18 号館から剥離した風の影響がみられ，
18 号館北西側での風緩和のための樹木による防風植栽が
重要であると考えられる。
































結果は図 17，図 18 となった。














風のシミュレーション結果は図 19，図 20 となった。図 15
の現状と図 19 を比較すると，7 号館跡・13 号館跡のオー



























図 17　南風 2.6 m/s の風の流れ（計画建物・現況樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.03 m/s 最大 3.31 m/s
図 18　南風 2.6 m/s の風の流れ断面（計画建物・現況樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.03 m/s 最大 3.62 m/s
図 19　北北西 3.4 m/s の風の流れ（計画建物・現況樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.03 m/s 最大 4.00 m/s
図 20　北北西 3.4 m/s の風の流れ断面（計画建物・現況樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.05 m/s 最大 6.98 m/s
図 22　南風 2.6 m/s の風の流れ（計画建物・計画樹木）
シミュレーション風速結果：最小 0.02 m/s 最大 3.07 m/s
図 23　北北西 3.4 m/s の風の流れ（計画建物・計画樹木）































































































































































































high winter daytime wind speeds  ;  4)  split wind  flows  from the south,  striking a newly constructed 
research building,  resulted  in high summer daytime winds.   Finally we evaluated proposed campus 
redevelopment plans on the basis of  thermal and wind dynamics, demonstrating how the simulation of 
the thermal environment  from remotely sensed data and of wind dynamics through CFD can  improve 
environmental planning in urban areas to the benefit of civil society.
Key words：Environmental planning, cooling of urban green space, wind dynamics, Geographical Information 
System (GIS), Computational Fluid Dynamics (CFD)
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